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はじめに
　
江戸時代の春画を見ていて不可解に思えてくることの一つは、交
わる男女が衣装を身につけていることである。　
いうまでもなく春画は男女の性の営みを表現している。その場合、
男女が裸体で描かれるケースが多くなるはずである。明代後期
（十
六世紀から十七世紀）
以降の中国春画には衣装の表現がほとんど見
られない。ところが、日本の春画には裸体が少なく、むしろ華麗な衣装を身につけた男女 数多く描かれている。江戸時代の春画については、色事を行う男女がともに衣装を着 割合は全体 約八割におよび さら 女性に関しては約九割が衣装を身につけている
）（
（
。
　
春画に衣装を描く理由については、す に先行研究でいくつか
重要な指摘がなされている。たとえば、 「裸体を隠すことによって
かえって性の営みへの想像力を刺激し、エロティシズムを紡ぎ出す
）（
（
」 、あるいは「裸に衣装を着せかけることによって多彩な情景を
演出し、多彩な趣向を眺め娯しむことができ
る
）（
（
」 、また「春画の享
受者が、衣装 ら身分や、その場 状況、男女関係などを的確に読み取るため
）（
（
」などがある。本稿においては、この問題について、こ
れまでの研究とは異なる新たな見解を示してみたい。　
もっとも、日本の春画が男女の裸体をまったく描いてこなかった
わけではない。とくに浮世絵春画以前の肉筆春画では、全裸の男女の取り組みが多く描かれ、むしろ着衣の性交図は少ない。それが菱川師宣以降
（十七世紀後半）
の浮世絵春画になると衣装を着たまま
の性交図が数多く描か るようになり この時代から春画表現のなかに衣装を描く要素が加わりはじめ
）（
（
。
　
このように考えていくと、江戸時代の春画にはなぜ衣装が描かれ
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たのか、その理由を解き明かすことによって、 「日本の古い肉筆春画」あるいは「中国春画」とも異なる、浮世絵春画の独自 特徴が浮かび上がってくるにちがいない。　
とはいえ、この問題についてただ漠然とした考察を試みても、色
事と衣装を結 つけ 本質は見えてこ であろう。そこで本稿では、ある観点にしぼってこの問題を掘り下げてみたい。それは「画」と「風流」との関係で 。　
日本文化における「風流」については、すでに多くの研究で指摘
されているが、その意義はじつに広い。たとえば岡崎義恵の「風流の思想」によれば 「風 の根本的意義について次のように記している。
優れたる精神文化的価値の存する有様といふことである。その内容は初めは主として政教的であつたかと思はれるが、更に廣く倫理的・美的価値の領域に及び、その所在は天下の民俗・特定の個人・自然物・藝術品等に亙つてゐるやうである
）（
（
。
　
岡崎の説によると、 「風流」とは単に芸術的な美意識の範疇に止
まることなく、日本人の生活文化や精神世界のなかに深く け込んだ意識であるといえよう。また、日本におけ 風流の伝統ははるか『万葉集』の時代までさかのぼることができ、平安期には和歌や説
話の世界のなかで優雅を嗜好する「みやび」として用いられてきた。一方、近 期には、俳諧世界で奢侈を忌避する「わび」 ・ 「さび」として用いられた。こうしてみても、 「風流」の意義はじつに広い。　
またとくに平安期以降、 「風流」は人工的な創作物を飾り立てる
原動力と
）（
（
。中世期に「風流」は、花車や花傘を豪華
にかざる意識となり、祭礼の衣装、山鉾の装飾 造園の人工美、生活用品の虚飾まで、その意識にもとづいてつくられることになった。このような「かざり」 しての「風流」を考えるな ば 春画・艶本の形態そのも がすでに多く 飾りで満ちあふれ いる。江戸時代の春画は、贅を尽くした装丁から細密な多色刷りまで、艶摺、空摺など多様な技法を駆使した人工装飾で彩られている。　
そのほか、 「風流」の原義で忘れてはならないのは、 「風流」への
誘いのなかにはつねに「好色」の意識が含まれ いることである。中国唐代 詩歌 おける「風流」 意味を考察した小西甚一 よれば、 「風流を構成する要素は琴・詩・酒・妓の四つ あり、音楽、文芸、佳酒、美女 参加する場で愉しむところに風流が存在する」と結論づけている
）（
（
。くわえて小西は、この中国大陸で用いられた風
流の四要素が古代から中世にかけて書物を通じて日本へ流入し、平安期に和歌や をたしなむ知識人によってこれら 四要素が「好色」の意味にまとめられ として る
）（
（
。
　
こうしたことを踏まえて、本稿では日本の「風流」を構成する
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「かざり」と「好色」の側面に注目し、春画に描かれた衣装が両者を結ぶ役割を果たしていることを検証する。また、本考察を通じて日本文化に通底する「風流」の意識が、江戸時代の春画に深く関わっていたことを論じていきたい。
一
　「春画」と「風流」
　
風流と好色
　
われわれが普段、 「風流」という言葉を耳にすると、貴人たちの
優雅な遺風を思い起こし、あるいは世捨て人の「わび」 「さび」の精神を思い出す。ところが、こうした世俗を離れた理想境へ 「風流」のイメージは、日本文化史におけ 長い歴史のなかで比較的新しい時代に作り出されたものである
）（（
（
。
　
さきほどのくり返しになるが、日本文化における「風流」の意味
は、 「みやび」 「かざり」 「わび」 「さび」など、じつに多様である。ただ、こうした多様な意味に分化していく以前の原義に立ち戻ってみるならば 風流」とは、音楽を奏で 歌を詠い、酒興を愛し、男女の交遊をたのしむ「色事の世界」 イメージさせる。　
こうした風流のイメージはすでに平安期から中世期にかけて漢詩
や和歌の世界で具体的に記されている。たとえば一休宗純による『狂雲集』には「風流年少寵尤深」
（風流
 
年少
 
寵
 
尤も深し）
や
）（（
（
、
「雲雨風流事終
　
夢閨私語笑慈明」
（雲雨風流
  事終って後
  夢閨の私語
  
慈明を笑
う
）（（
（
）
と記されており、ここでの「風流」とは、あきらかに
「好色」の意味を示している。　
また「風流」と「好色」をつなぐイメージは、江戸前期の時代に
浮世草子の流布にともない庶民層までひろがりをみせる。とくに「風流」と「好色」を結びつける記述は、元禄期前後
（十七世紀後
半）
から盛んに刊行されはじめた好色本の浮世草子のなかに数多く
見出すことができる。たとえば、 『男色十寸鏡』
（貞享四年
 
一六八
七）
では次のように記されている。
　
伊達をし給ふとも、女道のふうとは大にかはるべし。其品はいひもつくされず。心をつけて考給ふべし。いふにおよばず、色道は、いづれにても香
きや
車風
ふ
流をもつての交
まじわり
也
）（（
（
。
　　
ここでは、男色と女色は大いに異なるが、いずれにしても色の道
は風流をもとにした交わりだとしている。 れは男色者のたしなみを教示した内容であるが、色事の世界にはつねに風流の心がけが必要であると伝えている。　
また同時代の浮世草子のなかには、色事を指南する教訓事項とし
て「風流」の概念をもちだす記述がほかにも見られる。たとえば、『好色袖鑑』
（天和二年
  一六八二）
では次のように記されている。
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もと他人なれども、き
（奇縁）
えんにひかれて夫婦となる。されば、一
生そひはつるものなるを。うまれつきはさらなり。先其こゝろざまのよしあしを しらずして。たゞ人のいひなしをしるべとなし。又は、こゝろざま、う
（氏）
ぢす
（素性）
じやうにもかまはず。たゞ金
銀にめくれて、えんをむすびな し。かたわ。おひ女房 どもちて。わきよりあざけり。わらふをも。かへりみぬたぐひもあり。さ 〳〵かなしく むらさき心にあ や 男女のみち 、ひとへに風流をもとゝ
）（（
（
。
　
この記述は夫婦の色事に対する教示事項である。ここでは、金銀
にひかれて婚姻すれば他人から笑われ、男女の道はひとえに風流が大切であると説いている。ここでの「風流」とは具体的にどのような行為を示すのか記されていないが、とにかく男女の色 には「風流」の意識が必要であるとし る。そのほか、 『人倫糸屑』
（貞享
五年
  一六八八）
にも同じようなことが記されている。
世上に淫乱は多くして、色好はすくなし。わきから興がさ 、とり入てみる程いやにむつとする女などを。吾
あが
仏と思ひ、一生
そひはつるたぐひは、更 色の諸分は空
や
人ぼ
介。是人情を備
そなへ
。風
流といふわかちにいたらぬ処也
）（（
（
。
　
世の中には色事におぼれる人はたくさんいるけれども、人情を備
え、風流の境地に至る色好人はほとんどいないと記している。ここでも「風流」 具体的な行為は記されていな が、 にかく色道には「風流」の境地に至る必要があると説い る。こうした江戸時代の好色本の記述から、当時の人びとが「風流」と「好色」をつなぐイメージを抱いていたことを知ることができる。　
なお、浮世草子のなかには「風流」を題名 冠した好色本も数多
く見られる。たとえば『風流好色十二段』
（元禄十五年
  一七〇二）
、
『風流日本荘子』
（元禄十五年
  一七〇二）
、 『風流曲三味線』
（宝永三年
一七〇六）
などがある。この点からも、江戸前期の時代には「風
流」の言葉が「好色」の意味で用いられ、この言葉がしだいに時代の流行語となっていくことが読み取れる。　
いずれにしても、好色本がひろく世に行きわたる元禄期前後
（十
七世紀後半）
の時代から世俗において好色的なものを「風流」とし
て捉える傾向があった いえよう
）（（
（
。
　
そうであるならば、これら浮世草子とほぼ同じ時代から盛んに摺
られ始めた浮世絵春画も、こうした世相の文化傾向に充分に呼応したにちがいない。たしかに「風 を題名に冠した浮世絵春画も数多く見られ、江戸の春画文化はその始まりからすでに「風流」と「好色」をつなぐ意識のうえにあったと考えられる。
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風流を描いた春画とは
　
ところで、春画が「好色」を描いているのは言うまでもないが、
その一方で、はたして本当に「風流」を意識して描かれたのだろうか。　
以下、これについて考察をくわえていきたい。そこでまずは江戸
時代の春画のタイトルに注目したい。江戸時代の春画のなかで最初に「風流」を題名に冠したもの 、菱川師宣 よる『風流絶暢図』（天和期
  一六八一
　
八四）
である。この春画は、中国の明清期
（十六
世紀半ば
　
十七世紀半ば）
の杭州で出版された中国春画『風流絶暢
図』を、菱川師宣が原題名のまま翻案したものである その挿絵は師宣風の筆致であるものの、絵 構図や内容は明板原本とほぼ同一であり、画図上部に詩文とそ 日本語訳が記されている。このことから日本版『 流絶暢図』は、明 後期 中国春画を日本語に翻訳するために、あるいは日本 同書の版木をつくるために摺られたといえよう。　
なお、明代後期の中国では、好色をテーマにした絵画が数多く描
かれ、好色秘画が大陸の文人のあいだでたいへんに 行した これについては中国版原本『風流絶暢図』 序文と各詩文 明代後期文人の雅号が多数署名されていることからもわかる
）（（
（
。ちなみに、明
代後期の大陸において「風流」とは色道観 ことであり、こ 期
に可憐にして華やかな中国春画が数多く描かれたのも、同地の文人墨客が好色世界に憧憬を抱く「風流」思想の流行があったためである
）（（
（
。
　
こうした中国大陸での春画の盛行にともない、同時代の日本の文
人や絵師が大陸から持ち込まれた好色秘画に影響を受けたことはすでに指摘されている通りである
）（（
（
。菱川師宣もそのひとりであるが、
日本版『風流絶暢図』には、中国版原本から直接引用したと われる序文が記されている。そこに題名に「風流」の言葉を い 理由が記されている。
其名曰風流絶暢付之美剞
中秋始落成苦心煩思殆非一日也
）（（
（
（其の 曰く風流絶 とは之に付き、
中を美しく剞む、秋始まり
落成し、苦心を煩わしく思えば殆ど一日非ず也）
　
ここから、 「風流絶暢図」のタイトルが、風流が尽きないのは閨
中の出来事であり、これを美しく版木に刻むという意味で付けられたことがわかる。またその後半部から、秋が始ま 頃にこの本 できあがり、長い苦心からようやく解放されたと、風流文人らし 憂いの感情 読み取れる。ここから、この題名の「風流」とはあきらかに閨中の秘事を示しており、 「風流」という言葉が「好色」 同義語で用 られていた例を知 ことができる。
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では、日本の浮世絵師がこうした大陸の風流観をそのまま受け入
れるかたちで春画を描いたのか。これについてはさらなる検証が必要であ が、日本の春画・艶本にも「風流」の言葉を用いたタイトルは実に数多く見られる。そこで、白倉敬彦氏 よる『絵入春画艶本目録』
（平凡社）
を参考にして、そこから「風流」の言葉をタイ
トルに加えている春画を抽出してみた。
　
作品
　
年代
　
絵師名
　
版元
『風流絶暢図』
　
天和期
（一六八一
　
八四）
頃
　
菱川師宣
『風流連三味線』
　
元禄十七年
（一七〇四）
画師未詳
『風流足分舟』
（改題本）
宝永五年
（一七〇八）
頃
　
西川祐信
　
菊
屋七郎兵衛板『風流御長枕』
　
宝永七年
（一七一〇）
西川祐信
『風流三幅対』
　
宝永七年
（一七 〇）
西川祐信
『風流色図法師』
　
正徳四年
（一七一四）
頃
　
西川祐信
　
八文字屋
『風流妹背川』
（改題本）
正徳四年
（一七一四）
西川祐信
　
八文字
屋八左ヱ門板『風流色八景』
　
正徳五年
（一七一五）
西川祐信
　
菱屋治兵衛板
『風流みづ遊』
（改題本）
享保五年
（一七二〇）
頃
　
西川祐信
『風流園桜』
　
享保十五年
（一七三〇）
頃
　
川枝豊信
『風流色蓍』
　
享保十八年
（一七三三）
西川祐信
　
谷村清兵衛板
『風流玉の盃』
　
宝暦八年
（一七五八）
北尾雪坑斎
（辰宣）
画か
『風流姫かゞみ』
　
明和元年
（一七六四） （西川祐信風）
『風流三代枕』
　
明和二年
（一七六五）
菊川秀信
『風流座敷八景』
　
明和六年
（一七六九）
頃
　
鈴木春信
『風流艶色真似ゑもん
　
明和七年
（一七七〇）
鈴木春信
　
西村永
寿堂板『風流江戸八景』
　
明和八年
（一七七一）
頃
　
鈴木春信
『風流色長者』
　
明和八年
（一七七一）
頃
　
西川祐尹
『風流十二季の栄花』
　
安永二年
（一七七三）
礒田湖龍斎
『風流相生守十二支』
　
安永二年
（一七七三）頃
　
礒田湖龍斎
『風流十二季笑』
　
安永二年
（一七七三）
頃
　
礒田湖龍斎
『風流男女相生吉凶図』
　
安永二年
（一七七三）
礒田湖龍斎
『風流色算法』
　
安永三年
（一七七四）
頃
　
礒田湖龍斎
『風流江戸十二景
　
安永三年
（一七七四）頃
　
礒田湖龍斎
『風流四季の友』
　
安永八年
（一七七九）
頃
　
北尾政演
『風流道具八景』
　
安永九年
（一七八〇）
礒田湖龍斎
『洛東 姿競』
　
文化八年
（一八 一）
頃
　
有楽斎長秀
『風流前句合』
　
文政九年
（一八二六）
溪斎英泉画か
『風流東飛那かた
　
文政十年
（一八二七）
頃
　
画師未詳
『風流色季寄』
　
天保五年
（一八三四）
歌川芳信
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この表から、 「風流」という言葉が江戸時代を通じて春画の題名
に用いられてきたことがわかる。とくに明和・安永期
（十八世紀後
半）
に入ると、 「風流」を用いた春画のタイトルが目立つようにな
り、文化・文政期
（十九世紀前半）
を過ぎると、そうしたタイトル
の春画は減少して った。さらに注目すべき点は、春画のタイトルに「風流」を用いた絵師には偏りがある。この表から 西川祐信、鈴木春信、礒田湖龍斎などが「風流」の言葉を好んで使ったことがわかる。先に浮世草子の好色本に 題名 数多く見 れることを指摘したが 江戸時代の春画の題名も、浮世草子の盛行期同じ時期か、あるいは若干遅れるか ちで、 「風流」の題名が数多く付けられるようになった。　
それでは実際、江戸時代の浮世絵師は「風流」を意識して春画を
描いたのであろうか。これ つ ては、そうした意識 最も明確に記されている序文を中心に検証してみ い。　
江戸時代の春画には、とくに序文や跋文に「風流」の言葉が用い
られており、なかでも初期の浮世絵春画からその言葉を数多く見出すことができる。たとえば菱川師宣の春画『今様枕
屛
風』
（貞享二
年一六八五）
の序文
（上）
には次のように記されている。
　　　
今様枕ひやうぶ
　
上
萬の遊ひのなかに色を好む人こそ男女の興あらんためなり、女
にほひなくおもはせて我も慰ん事、徳に背せり、むつましく思ふ女をあ するは徳にかなへり抔といひて、みた に興交する時は美悪の女、娶姑のたけき争ひふかし、是をあつかふ寺の兒童、顯舞の野老の情をも捨ず、又は初心の救ふたよりにもならんかしと遊興 気形を風流に畫して、其道のたよりにもならんかしといふて序スと云々
　
注目すべきはこの序文の後半部分である。 「遊興の気形を風流に
畫して」という記述から、この春画は色事のかたちを「風流」として描き、色道の指南書としてつくられたことがわ る。　
ほかにも、菱川師宣の春画『花のさかづき』
（貞享四年一六八
七）
の跋文には、 「右此枕絵者菱川師宣といひし畫工数巻書しなか
にも珍敷風流をゑり出して二冊になし令板行者也」と記されており
）（（
（
、
あるいは菱川師宣の春画『まくら絵大ぜん』
（天和二年一六八二）
の跋文には、 「其風流なる事を らず、是をあらためずんばあるべからずと筆曲をつくし
）（（
（
」と記されている。こうした記述から、菱川
師宣の春画が色事の「風流」を意識して描かれたことがわかる。　
師宣以後にも、いくつかの序文から春画を描く際の絵師の「風
流」の意識を読み取ることができる。たとえば、北尾重政は春画『艶本色見種』
（安永六年一七七七）
の序文で、次のように記してい
る。
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序
色見へてうつろふ物は世の中の人のこゝろの花
はな
になり行、はつ
春はる
のわらふをたねは何
なに
某がし
が工
たくみ
なる筆に書なし、おとこ女のさま
〳〵な 姿
すがた
容かたち
をそのまゝに、むかし男
おとこ
の風流にも似ると書
かき
あら
はして、おさなき人のわらひのたねにもとなし、色
いろ
見み
草くさ
となつ
け初
はつ
春はる
のゑほうみやげとはなしぬ
　
ここには、男女の色事の様々な姿をそのままに、むかし男の「風
流」に似せて描いたと記されている。ここでの「風流」とはどのような情景であるのか、文面からは読み取れないが、北尾重政がこの春画を描くときに「風流」を意識していたことがわかる。また有名絵師が性愛を風流として描く意図から、当世はやりの「好色」を「風流」として捉える世俗意識までも透かし見ることができる。　
そのほか、林美一の『江戸枕絵師集成勝川春章』によれば、勝
川春章の春画『會本何賦枕』
（天明三年一七八三）
の序文には、春
画そのものが「風流」の文物である 記されて る。　
　　　
會ゑ
本ほん
何か
賦ぶ
枕まくら
　
序
賦ふす
は臥
ふす
の和訓に通ひ、臥
ふし
所ど
に賦
くば
るまくら畫
ゑ
の風流、少
きむ
娘すめ
の木枕
より、ついちよこ〳〵の肘
ひぢ
まくら、しれたら儘の草まくら、互
に高
たか
をくゝり枕、恋しい時の文
ふみ
枕、つとめの床のぬり枕、いや
な客衆の長枕、好
すい
た客には短
みじ
夜かよ
もあかぬ別
わかれ
のかこまくら、ある
ひは傀
おじやれ
儡女の旅まくら、夜
つじきみ
渡娘などの艸
くさ
まくら、趣向はつきぬ
数かず
枕の中に、新
にゐ
の一字は賦
ふ
しものゝ字なればと、爰にもらし、
年ねん
々〳 〵
歳せい
々〳 〵
此書
ほん
肆や
が何
か
賦ぶ
枕と題することしかり
）（（
（
　　
この序文は勝川春章の筆によるものであり、冒頭部分にはっきり
と「寝床へ配る枕絵
（春画）
の風流」と記されている。この記述か
ら、春画自体がすでに風流物であったことがわかる。　
こうしたことを踏まえて、 「 画」と「風流」 関係について考
えるならば 少なくとも江戸時代の春画においては、師宣、重政、春章の序文が記すように、 「好色なるもの」と「風流なるもの」を重ね見る意向が含まれていた いえよう。さらに、もう一歩進めて考えれば、そ 性愛表現の背後 は、色道を 画や文学の俎上へ意欲的に引き上げ 文人趣味の風流観が横たわっていたといえるだろう。　
ただこうした感覚は、江戸や上方の都市社会なかで書物を通じて
中国の色道文化に呼応するかたちで醸成さ つつも 大陸的 閉じた好色世界の範疇にとどまることはなかった。江戸時代の春画は、「風流」といえども、その内側に破顔一笑の表現を含み、あるいは庶民生活の幅広い開けた実態を含み、大陸の好色 化とは異 る独自の性愛世界を生み出していったのであ 。
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江戸時代の絵師たちと風流
　
もちろん、江戸時代において「風流」の言葉は春画や浮世草子の
なかだけに見られたわけではない。この言葉は、浮世絵師たちが活躍した時代にはすでに庶民の誰もが知っていた用語であり、春画以外にも絵本類、俳諧集、狂言本などに多用されていた。しかもこの言葉は「好色」のみならず 「みやび」 「かざり」 「わび」 「さび」など、ひじょうに広い意味を含ん い 。そこで、浮世絵師 ち その時代のもっとも新鮮 話題や風俗を描くことを旨としていた めに、つねに市井に流行る言葉や文物をいち早 捉える必要があっ 。このことについて、英一蝶が「四季絵辞」のなかで次 ように記している。
近頃、越前の産岩佐何某となむいふ者、歌舞、白拍子の時勢粧をおのづからうつし得て、世人うき世又兵衛とあだ名す、久しく世に翫ぶに 亦房州の菱川師宣 云者、江府に出て梓におこし、こぞつて風流の目を喜ばしむ 此道、予が学ぶ所に らずといへども、若かりし時、あだ あだ波のよるべにまよひ、時雨朝帰りのまばゆきをいとはざる頃ほひ、岩佐、菱川が上にたゝん事をおもひつゝ
　
よしな
）（（
（
　
これによれば、菱川師宣は江戸において浮世版画を描くことで人
びとの「風流」の目を喜ばしたという。しかも、ここでの「風流」とは好色な淫 が漂う遊里や芝居小屋の悪所のことである。一蝶自身、若かりし頃、そのよ な世俗風俗の賑やかな世界を描く道に惹かれたと記しているが、当時こうした場所は、新た ファッションや享楽的な娯楽を生み出す流行の発信地であっ 。岩佐又兵衛や菱川師宣などの浮世絵師が描いたのは、まさに悪所の風俗であり、彼らは色事と虚飾に満ちた遊興の世界を「風流」として描いた である
）（（
（
。
　
なおもう一点、江戸時代の「風流」について忘れてはならないこ
とがある。それ 「おかしみ」もま 「風流」であったということである。　
江戸の浮世絵師が俳諧や狂歌をたしなんでいたことはよく知ら
ているが、そのような滑遊戯のな に「風流」の意識が深くかかわっ た。これについては、すでに郡司正勝が「風流とやつし」のなかで指摘してい
る
）（（
（
。たとえば『俳諧増補提要録』
（安永二年一
七七三）
には、次のような記述がみられる。
俳はい
諧かい
はをかしきを
風ふう
流りう
とせり、
寂さび
しみの
実じつ
を旨とす。
歌か
舞ぶ
伎き
狂きやう
言げん
の大
おほざ
晒らひ
と、能狂言のをかしみを味ふべし、乞食袋、夜の
柱、何くれとなく意
こゝみ
を附
つ
けざれば得がたき道ぞかし、思ふべし
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）（（
（
　
この記述から俳諧では「おかしさ」を風流とすることがわかる
）（（
（
。
　
また、 「おかしなもの」と 風流なるもの」を重ね合わせる見方
は書画のジャンルでも用いられている。大岡春朴『画本手鑑』
（享
保五年一七二〇）
の「鳥羽絵」の項には、次のような記述がみられ
る。　
　　
鳥羽絵
　
近頃より鳥羽絵と名付け狂画を専らにするあり古への僧正
によるものか畜獣禽鳥は風流ならずただ人物のみ異形なり手足の短長小眼大口人躰をのぞき風流をこととす誠に五月雨のつれづれ秋の夜のともと成べ 物は是なんまさると覚ゆ
　
ここでは、鳥羽絵に描かれた動物描写が「風流」なのではなく、
滑な人物表現が醸し出す「おかしさ」を「風流」としてとらえている。もちろん、当時の浮世絵師たちがこの感覚を意識しないわけがな 。江戸時代においては、気の利いた「見立て」や機知に富んだ「洒落」もまた「風流」であり 彼らが俳諧におい へたな洒落を詠めば風流がないと罵られ 浮世絵において上手な を描けば風流として褒め称えられたであろう。こうした み の表
現ができるか、できないか、そこに江戸人なりの美学があり、 「風流」とは、機知に富んだ「お しみ」を「歌」や「絵」で表現する行為そのもの あったといえよう。　
ならば、色事の「おかしみ」を描く春画は、浮世絵師たちにとっ
てまさに「風 を表現す 現場 あったといってよかろう。
二
　
春画の衣装と「雛形本」
　
風流としての衣装
　
さて、いよいよ春画に描かれた衣装 問題に迫ってみたい。
　
さきほど明代後期の中国春画と江戸時代 春画の関係について触
れたが、長年にわたり日本の春画を研究してきたリチャード・レインは、双方の特徴を比較して「日本の絵師は、人物と性器の描写に加えて、着物などの装飾的なものに力をいれている 指摘している
）（（
（
。この指摘は非常に重要な視座を含んでおり、両文化の性愛表現
が同じ「風流」の視点で描かれてい としても、その表現に違いあるとすれば、その差異にこそ、その文化独自の傾向が表れているといえよう。とすれば、中国春画にはあまり描かれず、日本 春画に数多く描かれてきた衣装 表現が、日本の春画文化を特徴づける重要な要素の一つ いえよう。で 同じ「風流」という観点に立ちつつも、双方 表現を分かつ分岐点とは何か。ひとつ考えら るのは、日本の「風流」には「好色」のほかに「かざり」 意識を含
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んでいるということである。つまり、日本の春画には衣装表現を通じて「かざり」の精神が含まれていたと考えられる。　
日本文化における「風流」と「かざり」の歴史は、じつに古い。
古代から中世に けての公家の日記類
（ 『中右記』 『明月記』 ）
には、
「風流」の言葉が衣装の装飾や御車の虚飾を示す意味で用いられている
）（（
（
。とくにこうした風流観は祭礼や法会の場で用いられ、非日常
的な祠祭空間を豪華な山鉾や華美な花笠で飾り、人びとの目を楽しませた。またこのような場では、人びとが鬼や猩々の異装で着飾った仮装パレードが行われ、そこに 名所の景観を飾った風流傘が舞い、豪華な小袖の布模様で彩られた 車が町中を練り歩い 。この風流祭祀の伝統は、今日においても、 お続いて 。たとえば京都の園祭や地方の民俗祭祀では
）（（
（
、祭りというハレの空間を非日
常へと変貌させる演出として、能狂言 造り物や豪華絢爛な織物「かざり」で満ちあふれている。また辻惟雄氏によれば、こうした日本の「かざり文化」の母体にはつねに「風流」の意識があったと指摘している
）（（
（
。
　
こうした意識は、日本の文化史のうえではいつの時代にもあった。
たとえば江戸時代は、衣装を着飾ることが「風流」であった。これについては、 『男色十寸鏡』
（貞享四年一六八七）
に次のように記さ
れている。　
　
伊達風
ふ
　りう流心得の事
伊達風俗。第一、衣装の模様ちらしがたなどに、分
わき
て意
こゝ
得ろゑ
有べ
し。女めきたるは悪し、ちらしつけて。おほかた 似合たるよりも。くすんで、はづれに伊達を たるは、見るにあらずして奥深し
）（（
（
。
　
　
ここでは、 「風流」の心得として、衣装模様にしっかりと気配り
し、地味だけれども所々に着飾ることが大切であるとしている。この記述は、男性の着衣に関する心得である 、もちろん同じことが女性 着衣にもいえたであろう。当時は、衣装を上手に着こなすとが「風流」であったのである。　
ここで再び話を春画に戻したい。前章にて江戸時代の春画が「風
流」を意識して描かれたことを検証したが、ならば当然、その表現のなかに日本的な かざり文化」が息づいていてもおかしくはない。さきほど、日本の春画の特徴と て衣装表現の多様さを指摘 たが、まさにこ 点に風流を母体とした「かざり」 演出をみることができる。　
またじっさいに何人かの浮世絵師が、春画の序文で衣装模様や家
具装飾を意識して描いたことを打ち明かしている。た えば、菱川師宣の春画『まくら絵大ぜん』
（天和二年一六八二）
の序文では、
次のように記されている。
148
　陰いん
陽やう
和わが
合う
の道は二
ふた
神ばしら
のまくばいし給ひしより、此
この
来かた
風ふう
土ど
に生□
もの此みちを恋なずまぬはなし、人としてなさけに頼
たよ
りて色好
まざ□□し、見よ〳〵春の花もみちの秋の色有に能心まよへり、人間の露
ろ
命めい
北ほく
州しう
に千年もみなこれかりのたのしみとたわむれ遊
あそ
ふ、糸
いと
竹たけ
の其品をうたひぐはん八六五□□ま音
をと
を高
たか
師し
の濱
はま
のあ
たな身にそへ引ならす三
さ
味み
線せん
のいとおもしろきしらべにて、十
六おとりして恋
こひ
慕しと
ふとも多は色
しや
音うを
糸んし
竹ちく
の道より生ず、これ□よ
□て色
しき
紙しぎ
□やう
に其品々とを絵にあらはし、模
も
様やう
風ふう
流りう
をあらため枕
まくら
絵ゑ
大だい
全ぜん
と題して、いく世の慰
なくさみ
にもするのみ
　
注目すべきはこの序文の最後である。ここで師宣は、色事の場面
を描くことで世相の「模様風流をあらため」と高々と宣言している。つまり、この春画を描くことで世の中に新 な衣装模様の流行を生み出すと告げている。こうした菱川師宣の心意気に、春画を通じて流行ファッションを生み出していった現場をみる。ここで重要なは、当世を代表する浮世絵師が春画を描くにあたって「風流 を母体とした「かざり」の演出 意識していた る。　
またほかにも、絵師が春画を描くに際に衣装表現を意識した記述
をいくつか見つけ出すことができる。菱川師宣が活躍した時代からかなり下るが、たとえば、歌川国貞の春画『今様三體志』
（文政十
二年一八二九）
の序文には次のように記されている。
　
今様の三體志は、画工の妙を活
はたら
かして、真行草の三交を見せた
り。真は真実真の手の真にあらず。詰ときまりの真にして、麻上下・打掛姿 表向
むき
を画けるのみ。行は行
ぎや
義うぎ
をすこし崩して、
霰あられ
小紋の羽織を着流し、どうふかすれば気の行く事も、ある行
きやう
に譬へしなり。
　
この序文は猿猴坊月成によるが、ここからこの春画が麻上下、打
ち掛け、霰小紋の羽織などの衣装表現を意識して描かれたことがわかる。ほかにも、春川五七の春画『会本手事之発名』
（文化初期）
の序文には、江戸よりも上方のファッションを推奨して描いたと記されている。　
予よ
が
此この
會ゑ
本ほん
をものして
直すぐ
よからぬ
京きやう
女ぢよ
郎らう
を
寫うつ
するはひとへに
今いま
めかしたる江
え
戸ど
繪ゑす
姿がた
の嫋
たをやか
ゝならで悪
あく
らしきをはぶき茲
こゝ
に中
なか
頃ごろ
の
好よ
きを採
廼の
巳み
 さいあれ
中なか
〳〵
に
目め
なれざれば
流りう
行かう
におくれ
しなどいふべけれど
 京きや
都う
の
女ぢよ
郎らう
の
良よ
き
模ふ
様り
を
識し
る
人ひと
はしるな
るべ
　　
ここで序文の作者は、この春画では当世の江戸で流行っている女
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性の姿美は省き、むしろ流行遅れとされる上方女性の容姿を紹介したいとしている。また「模様」の言葉に「ふり」という読み仮名をつけて るが、もちろんこの言葉には、たんなる上方女性の気品や仕草を示すだけでなく、京女が好んだ衣装模様 いう意味も含んでいる。またここから、この時代からすでにファッションの発信地は江戸であったことがわかり 一方、上方 衣装は、上品で優雅ではあるがどことなく古ぼけたイメージがあっ ことがわかる。　
なおもう一点、春画そのものが極彩色に飾り立てる目的で描かれ
たことを示す記述を紹介し い。溪斎英泉は春画『閨中紀聞枕文庫』
（文政五年
　
天保三年一八二二
　
一八三二）
の序文で次のように
記している。　
　
世よ
に行
おこなは
るゝ
笑わら
本いぼん
ハ
圖づ
工こう
が
筆ふで
のはたらきにまかせ、
其その
交まじ
合わり
の
状かたち
新あたら
しきを
えらみ
、丹
たん
青せい
の彩
いろどり
を美
び
を尽
つく
し、閲
けみするもの
者
春いろけ
情を催
もよほす
ことを宗
とせり
　　
この英泉の記述を信じるならば、江戸時代の春画は「
其その
交まじ
合わり
の
状かたち
新あたら
しきを
えらみ
」すなわち色事の新しい方法を紹介し、 「
丹たん
青せい
の
彩
いろどり
 
を美
び
を尽
つく
し」て美しく飾り立てたという。
　
こうした序文を通じて、浮世絵師たちが春画を描く際に当世流行
の衣装模様を意識していたことがわかる。彼らは色事の描出におい
ても、性愛にのぞむ主人公たちの周囲をかざる衣装表現にまで気配りを怠らなかった。こうした春画表現のディテールの深さから、江戸時代の春画と「かざりの文化」との関連性が見えてこよう。　　
春画と雛形本
　
先ほど、菱川師宣の春画『まくら絵大ぜん』の序文を通じて、当
時の春画が新たな流行ファッションを生み出すために描かれたことにふれた。とはいえ、江戸時代の春画がその役割を全面的に担っていたわけではない。江戸時代におい 、庶民の衣生活の先導役をったのは衣装模様の図案を描いた「雛形本」である。とくにこうしたファッション情報誌は、近世前期から中期にかけて数多く 版され、都市の富裕町人を中心に彼らの服飾文化をリードし いった
）（（
（
。
　
ただ、こうした「雛形本」は、実用性を もなう服飾デザインは
あまり描かれず、その多くは実際に衣服として裁縫できない複雑な模様ばか であっ 。なぜなら「雛形本」は、衣装模様を通じ 古典の見立てを表現したり 奇抜 デザインで洒落の異風を表現したりと、実用性をともなうよ も、見た目の「おもしろさ」を優先する傾向があった。その意味でも「雛形本」 、江戸時代の「かざり文化」を支える支柱のひ つ り、そ 多様な図案に 遊び心ふんだんに取 入れた「風流」の意識が潜んでい
）（（
（
。
　
そこで、江戸時代の春画の衣装表現について考える場合、どうし
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ても避けられないのが、同時代に描かれた「雛形本」との関連性である。とくに注目すべき点は、雛形本の模様図案と春画の衣装表現の類似性や流用性であり、春画の衣装表現には雛形本のデザインが数多く取り入れられたと考えられる。このこと ついて白倉敬彦氏は、呉服屋のタイアップ商品であった浮世絵と比較しながら春画にも同じような機能が含まれていることを指摘し 当世流行のファッションとの結びつきは無視できな して る
）（（
（
。
　
この点に関して、たとえば江戸時代の庶民のあいだで流行した
「柳と鞠」の模様を例に挙げて考えてみたい。この模様は、十七世紀後半の雛形本に繁に描かれてお 、菱川師宣による雛形本『当
図２　川枝豊信『閨のくす玉』
図１　菱川師宣『当世早流雛形』
図３　宮川春水『百色初』
図４　西川祐信『情ひいな形』
（立命館大学アートリサーチセンター蔵）
世早流雛形』
（天和四年一六
八四） 〔図１〕
や、雛形本『友
禅ひいなかた』
（貞享五年一
六八八）
などに見ることがで
きる。一方、この「柳と鞠」の模様は春画の衣装表現にも繁に描かれており たとえば、川枝豊信の春本『閨のくす玉』
（享保十二年一七二
七） 〔図２〕
や宮川春水の春
本『百色初』
（宝暦十二年一
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七六二） 〔図３〕
に見ることができる。これらの春
画と先の雛形本の刊行年とのあいだには数十年の隔たりがあるものの、雛形本で紹介された新しいデザインがゆっくりと時間をかけて市井へと浸透し、それを春 積極的に取り入れた 考えらる。つまり、同じ模様の描出 タイムラグにこそ、この模様が世俗で流行っていたこ を示している。　
さらに面白いことに、春画では、この模様が色
事を連想させ 記号として描かれ 。西川祐信による春本『情ひいな形』
（正徳二年一七一
二）
の冒頭には、 「柳と鞠」の小袖模様が雛形本
の型式をそのまま転用したかたちで描かれているが
〔図４〕
、その模様に狂歌が添えられており、
「
も
模様やう
は思はくにひつたりとしだり
柳やなぎ
に
鞠まり
は
づみのよい手くだ」とある。つまり 歌は、柳のまわりで「弾む鞠」を色事 場面に見立てている。すな ち、雛形本に多く描かれた「柳と鞠」の模様が、春画の舞台では男女の交わりを示す記号として描かれている である。　
こうした春画と雛形本をつなぐ衣装模様は、ほ
かにもいくつか見られる。たとえば、菱川師宣の
図７　西川祐信『和楽色納戸』 図５　菱川師宣『まくら絵大ぜん』
図６　『新板小袖御ひいなかた』図８　西川祐信『正徳雛形』
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『まくら絵大ぜん』のなかに、六月土用干しの最中に、そこの女房が昼中から裸で若衆とむつみ合い、干した「さくら川」の模様に心をよせて互いに歌を詠む場面が描かれている
〔図５〕
。本図には、
衣桁につるし下げ れた「さくら川」の小袖が大きく描かれているが、これとまったく同じ模様が雛形本『新板小袖御ひいなかた』〔図６〕
に描かれている。双方の版本はほぼ同時期に刊行されてい
るため、当時「さくら川」の小袖模様が流行ファッションのひとつであっ こと わかる。　
そのほか、西川祐信の春本『和楽色納戸』
（享保二年一七一七）
〔図７〕
では、 「かすみ梅」の小袖を着た女性が描かれているが、同
じ衣装模様が同絵師による雛形本『正徳雛形』
（正徳三年一七一
三） 〔図８〕
に描かれている。
　
こうしてみていくと、春画と雛形本の類似性は意外と多く存在し、
双方の刊行年も等しく、それぞれに共通した 装デザインが描かていることから、その時代の流行を読み取ることができる。　
なお、春画を描いた絵師のなかで 同時に まで描いている
絵師は意外に少ない。人物描写を得意とした浮世絵師 図案集の形本に筆をとることは少なかったが、そ なかでも菱川 宣 西川祐信が春画と雛形本の を描いている。 こで以下、このふたりの絵師に絞って、春画と雛形本に れ の類似性 着目してみたい。
　
まずは菱川師宣であるが、そもそもこの絵師は若いころ縫箔師と
して江戸で業をなし、染織品に刺繡や摺箔をほどこす職人であった
）（（
（
。
そのため、浮世絵師と て一家をなしたあとも、浮世絵の衣装表現についてはとくに気をつかっていたと思われる。じっさい師宣は『小袖の姿見』
（天和二年一六八二）
と『当世早流雛形』
（天和四年
一六八四）
の二つの雛形本を刊行している。またこの絵師の春画に
おいては、衣桁の小袖模様や掻い巻きの柄模様など、人物の衣装以外の装飾描写も多種多様であり 男女の交わりを彩る布面のかざりで満ちあふれ いる。　
そこではまずは、師宣が描いた「雲形に丸六曜」の模様に着目し
春画と雛形本の類似性を検証してみたい。この模様は、雛形本『小袖の姿見』では、女性の立ち姿の背面をかざる衣装として描かれいる
〔図９〕
。一方、同様の模様が、師宣の春画『好色花の盃』
（貞
享四年一六八七）
にも見られ、奥座敷で殿方が腰元に仕掛ける場面
に描かれている
〔図
（（〕。さらに興味深いことに、この模様は菱川
師宣 よる絵本『岩木絵つくし』
（天和三年一六八三）
のなかにも
描かれており
〔図
（（〕、同じ「雲形に丸六曜」の模様が、同時代の
雛形本、春画、絵本に描かれている。こうした例はほかに いくかみられ、たとえば「渦」の模様は、菱川師宣の雛形本『小袖 姿見』
〔図
（（〕、春画『好色花の盃』
〔図
（（〕、絵本『岩木絵つくし』
〔図
（（〕
に描かれている。
153
春画と衣装
図９　菱川師宣『小袖の姿見』
図12　菱川師宣『小袖の姿見』
図10　菱川師宣『好色花の盃』
図11　菱川師宣『岩木絵つくし』
図13　菱川師宣『好色花の盃』図14　菱川師宣『岩木絵つくし』
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なお、ここで注目すべきは、菱川師宣の二つの雛形本『小袖の姿
見』と『当世早流雛形』は同じ版元
　形屋から出版されており、さ
らに春画『好色花の盃』 、絵本『岩木絵つくし』も共に
　形屋から
出版されているという点である。同じ模様が描かれた雛形本、春画、絵本がすべて同じ版元から出されており、さらにその絵をすべて菱川師宣が描いている。そのほか、 「雪輪」の模様などにも同じような例がみられる。同一の模様が三つ ジャンルにまたがって描かれるのは偶然とはいえず、そこには有名絵師菱川師宣と大手
　形
屋三左衛門が組んで新たな流行ファッションを生み出す広報的意図が見え隠れしている。　
また同じようなことが西川祐信にもいえる。この上方絵師は、
『正徳雛形』
（正徳三年一七一三）
と『西川ひな形』
（享保三年一七
一八）
の二つの雛形本を世に出している。雛形本は江戸時代を通じ
ておもに上方で出版され、こうした衣装のデザイン集は基本的に上方文化に属するものであった
）（（
（
。そこで西川祐信も、同じ模様を雛形
本、春画、絵本 描いている。 とえば「水葵」 模様に注目するならば まず雛形 『正徳雛形』には背面 小袖図 して かれいる
〔図
（（〕。一方、祐信の春本『濡姿
逢
初川』
（享保七年一七二
二）
では、この模様の衣装を着た女性が踊り場で若い男に仕掛けら
れている場面が描かれている
〔図
（（〕。さらに、祐信の絵本『百人
女郎品定』
（享保八年一七二三）
では、豆腐茶屋の店先で「水葵」
図16　西川祐信『濡姿逢初川』
図15　西川祐信『正徳雛形』
図17　西川祐信『百人女郎品定』
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の衣装を着た使役娘が描かれてい
る
）（（
（
〔図
（（〕。こうした例はほかに
もいくつか見られ、たとえば「梅と石懸け」の模様は、雛形本『正徳雛形』
〔図
（（〕、春本『風流色図法師』
（正徳四年一七一四） 〔図
（（〕、
絵本『百人女郎品定』
〔図
（（〕
に描かれてい
る
）（（
（
。また興味深いこと
に、これらすべて 版本が「八文字屋」から出版されている。このことから、上方にお ても、有名絵師西川祐信と大手版元八文字屋八左衛門が組み、出版メディア ら市井の流行ファッションをリードしていったといえよう。　
こうしたことを踏まえて、あらためて春画に衣装が描かれた理由
を考えてみるならば、春画に描かれた衣装模様は 雛形本」や「絵本」との類似性から、 れらふたつのメディア書誌と同じ 脈で考えることができる。す わち おいて 、当世はやりの小袖模様を先取りして描くことで 時代の流行をつくるファッション誌としての機能をはたしていた いえよう。でなければ、雛形本や絵本に描かれた衣装模様 、あ までも裸体を基本とする性交図に描き加えられる理由が見つからない。おそ く当時 春画の読み手は、男女の性交図のみに注視してい ではなく、その周辺に描か た衣装模様にまでしっ りと目を配 、そこから世相ではやる ファッションを読み取っていたであろう。　
図19　西川祐信『風流色図法師』
図18　西川祐信『正徳雛形』図20　西川祐信『百人女郎品定』
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雛形本を趣向にした春画
　
ところで、春画のなかには「雛形本」そのものを趣向として扱っ
たものがある。その最も代表的なものが、奥村政信による『粟島雛形染』
（寛保三年一七四三）
である
〔図
（（〕。この春画は、男女の性
交図に添えて小袖の背面図が描かれており、その図案と同じ模様の衣装を着た女性が戯れている。雛形本の形式をそ まま性表現にパロディ化したもので、奥村政信らしい奇抜な趣向に充ちた春画である
）（（
（
。
　
また奥村政信といえば、もうひ つ に関わる春画を描いて
いる。 『染色のやま・閨の雛形』
（寛保二年一七四二）
である。この
春画は、大判版画の十二枚組物からなり、 「漆絵」と呼ばれる彩色方法が用 られ、政信 最晩期に描 れ で こ 春画は雛形本の形式を直接転用したものではなく、一年 月数をそれぞれ十二枚の版画にあてはめた形式で描かれており 絵のなかには、れぞれの月に関わる狂句が書き加えられ、月の歳事にちなんだ風景が描かれている。こ のおもしろいところは、絵のテーマである「歳事」と人物の衣装表現が象徴的に関連している点である。たとえば、第十図の「神無月」では、縁側で月見を 男女が色事をたのしむ場面が描かれており、そこに「月 愧
ハヂ
芋齟
くふ
口をすぼめ
けり」の狂句が添えら ている
〔図
（（〕
本図には流水の庭先には紅
葉が描かれ、十月のテーマにふさわしい晩秋の風景を表 て る。
それに対照させるかたちで女性の衣装 は秋を感じさせる「光琳菊」の模様が描かれている。春画では、こうした衣装模様を通じて季節感を表現する方法はよく用いられ 絵師は画中の何気ない事物や装飾にまで絵を読み解く仕掛けを施しているのである。　
ついでながら、雛形本とは
関係ないが、人物の衣装の草花模様から連想される性交を描いた春画がある。小松屋百亀の『枕入秘曲活花二人契子』
（明和六年一七六九）
がそれである。　
たとえば、 「かのこゆり」
と題した絵では、縁側で居眠りをしている若い男に、 「かのこゆり」の振袖を着た娘が「目のさめぬうちにはやくい
図21　奥村政信『粟島雛形染』
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れたい」と言いながら上から仕掛けている場面が描かれている〔図
（（〕。また「鉄線になでしこ」と題した絵では、 「鉄線」の
家紋の入っ 衣装を身につけた三味線の師匠が、古中に「撫子」の振袖を着 弟子の娘 手を出す場面が描かれている
〔図
（（〕。ほかにも「面高」 「姥桜」 「朝顔」 「牡丹」などの画題がみ
られ、草花のモチーフと人物の衣装模様 関連づけている。　
こうした草花を画趣とした春画は、ほかにもいくつか存在す
る。古いものでいえば、十六世紀に長谷川派 絵師が描いた肉筆春画『花園春画絵巻』では、男女 性交図と四季の草花 交互に描かれている。ここでは衣装表現はあまりみられないが、もっぱら裸体の男女が咲き乱 る はざまで戯れている。また、草花の間に男女の性交図を描いた浮世絵春画といえば、菱川師宣の『 木まくら』
（天和二年一六八二）
である。こ
の春画には、衣装表現もみられ、絵に添えられ 詞書きには画題の草花にちなんだ色事 レトリックが記されてい
〔図
（（〕。
そのほか同種の形式の春画は、杉村治兵衛の『恋の草花』
（貞
享二年一六八五）
や、月岡雪鼎の『四季画巻』
（明和後期一七
六八
　
一七七二）
などがある。おそらく小松屋百亀は『枕入秘
曲活花二人契子』において、この形式を応用し、画題であ草花の描写を衣装模様で見立てた新たな趣向を生み出したにち
図22　奥村政信『染色のやま・閨の雛形』図23　小松屋百亀『枕入秘曲　活花二人契子』
図24　小松屋百亀『枕入秘曲　活花二人契子』図25　菱川師宣『花の木まくら』
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がいない。
三
　
春画の衣装と模様
　
春画の衣装模様と流行
　
それでは、江戸時代の春画には実際どのような模様が描かれてき
たのだろうか。そこで以下、菱川師宣から喜多川歌麿までの作品
　
十八世紀に刊行された春画を中心に
　
に描かれた衣装模様の種類別
の年代統計の結果を報告したい。ただ、春画に描かれた衣装模様の種類は膨大な数に及ぶため、ここではとく 多く描かれた模様に限って、そ 数量を えてみ 。ま 、春画の衣装表現がど だけ時勢の流行に影響を受けてきたのかを知る めに、総体の数量を年代順に並べ替え さらにそれを三十年間隔のスパン 区切った 数
表２　（（世紀の春画（画数）　年代別統計表
（（（（
（0（
（（（
（（（
（（（（ （（（（（（（（（（（（（（（（
（（（（
（（（
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
表３　（（世紀の春画　桜模様（男女）
（（（
（（
（（
（（
（（（（（（（（（（（（
（（
（（
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
表１　（（世紀の春画　着衣画の比率
着衣－男着、女着
着衣－男着、女裸
着衣－男裸、女着
着衣－男裸、男着
着衣－女裸、女着
着衣－男裸、女裸
（％
（％
（％
（％
（（％
（（％
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出してみた。　
なお、対象とする資料は国際日本文化研究センター所蔵の春画コ
レクションを用い その中から、十八世紀に活躍した浮世絵師二十五名を対象に、ひとりの絵師に対して約五作品ずつを目安に取り上げ、全部で約二千五百図の衣装模様の統計を試みた
(（（
(
。その結果、
春画における着衣の比率は
【表１】
になった。また、統計の対象作
品の年代別画数は
【表２】
であり、一枚の図の年代判定はその作品
の刊行年に由来し 絵のなかの性交を行う男女に限って それぞれの衣装模様 種類を拾い上げた。　［桜］　まずは「桜」の模様についてである。春画の衣装模様のなかで
「桜」の模様が最も多く描かれていると思われるが、 「桜」に関する模様
　
桜の家紋も含む
　
は約二千五百図の内で二百十八図
（男女合
わせた総数）
に描かれていた。単純計算すれば、十図に一図の割合
で「桜」の模様が描かれていることになる。また そ 二百十八図を年代順に並べ替えてみると
【表３】
のようになる。
　
このグラフから、春画では「桜」の模様は一七三〇年以前にもか
なりの数が描かれてい こと わ り、総量 約半分が一七三〇年以前に描かれている。統計 対象作品の年代別画数
【表２】
と比較
してみても、一七三〇年以前は対象画数が少ないにもかかわらず「桜」の模様が数多く描かれていることから、その年代での桜模様
の割合はかなり高いことになる。また一七三一
　
六〇年の三十年間
はそ 数を急激に減らし、その後、ふた び盛況を取り戻すという傾向がみられる。いずれにせよ春画では、 「桜」の模様は、十八世紀を通してつねに描かれており、とく 浮世絵春画の黎明期から描かれ続けた定番の衣装模様といえよう。　［鹿子］　次に、 「鹿子」の模様に注目してみたい。 「鹿子」とは、絞り染め
の染色方法で描かれた模様のことで、鹿の斑点 似ていることから鹿子絞りなどと呼ば た。また古代では目染、中世では目結と呼ばれていた。この模様は江戸時代を通じてたいへん人気があり 総鹿子の小袖などは贅を尽くした衣装であったため 天和三年
（一六
八三）
にこれを取り締まる禁止法まで発せられた。もちろん春画の
なかにもこ 絞り模様 数多く描かれているが、おもに女性の衣装に用いられており
〔図
（（〕、一方、男性の衣装にはほとんど用いら
れていな 。そのため、ここで 女性の衣装に限って「鹿子」模様　
鹿子の部分模様も含む
　
の画数を調べてみた。その結果、この模
様の総数は百三十三図であり、グラフにまとめる
【表４】
のよう
になる。春画では、鹿子模様は明和 安永、天明期に圧倒的な数が描かれており、そ 以外の年代はほぼ同じ数量 ある。また『反古染』
（近世後期）
の「明和の頃、惣鹿子、緋鹿の子、古手返し」が
流行るという記述
）（（
（
を参照するならば、春画の衣装表現が明和期に流
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行した鹿子模様を積極的に取り入れたことがわかる。なお、江戸前期の時代には、鹿子の紋所は「風流」と考えられていたようであり、『色道大鏡』
（延宝六年一六七八）
に「
鹿かの
子こ
紋もん
所どころ
風ふう
流りう
なり、
自し
然ぜん
に
着ちやく
すべし。鹿
かの
子こ
の小
こ
ちらし、又おかし」と記されている
）（（
（
。
　［光琳模様］　次に「光琳模様」に注目してみたい。光琳模様とは、梅、松、菊、
桐などの表象の細部を大胆に省略し、それらの形を肥痩な描線で抽象的にとらえた模様である。この模様は 雛形本に数多く描かれたことから、正徳期から元文期
（十八世紀前半）
にかけて町人女性を
中心に流行し始めた
）（（
（
。この模様は春画にも数多く見られ、おもに女
性の衣装 描 れている。そこで女性の衣装 限って光琳模様
　
菊、
梅、松などすべてのモチーフを含めたもの
　
の数を調べてみた。こ
表５　（（世紀の春画　光琳模様（女性のみ）
（（
（（
（
0
（（ （（（（（（（（（
（（
0
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
（（
図26　月岡雪鼎『女貞訓下所文庫』
表４　（（世紀の春画　鹿子模様（女性のみ）
（（（
（（
（（
（
（（ （（（（（（（（（（
（（
（（
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
（（（
161
春画と衣装
の模様の総数は六十三図であり、グラフにすると
【表５】
のように
なる。ここから春画での光琳模様は一七三〇年以降からしだいに増え始め、明和、安永、天明期頃に数多く描かれたことがわかる。むろん、この模様は一七〇〇年以前にはまったく見られない。この模様はちょうど元禄期から雛形本に描かれ始め、享保期
（一七二〇年
代）
に一大ブームが沸き起こった。そのため、春画にこの流行が反
映されたとするならば、こ が一七三〇年以降の絵にたくさん描かれているの 当然といえ だろう。　［石畳］　もうひとつ注目すべきは「石畳」の模様である。この模様は二色
タイルを交互に並べたようなデザインをしており、別名「市松模様」と呼ばれている。歌舞伎役者の初代佐野川市松が寛保元年
（一
七四一）
に歌舞伎『高野心中』で大当たりをとった際に、この模様
の衣装を着ていたことからそう呼ば ようになった。 「石畳」模様はかなり古くからあったが、こうした歌舞伎の影響が流行ファッションに取り入れられ、江戸時代を通じ 人び に長く愛用された模様のひとつと った。もっとも、春画では、この模様はそれほど繁に描かれるこ はなく、歌舞伎の趣向 用いた春画を数多手がけた奥村政信が くに好んで描いた
〔図
（（〕。十八世紀の春画
における石畳模様の総数は三十五図
　
男女合わせた総数
　
であり、
全体的にやや少ないも 、グラフにすると
【表６】
のようになる。
ここからこの模様が、一七三一
　
一七六〇年代に集中して描かれて
いる とがわかる。これは初代佐野川市松が石畳の衣装で大当たりをとった時期とほぼ重なっており、春画がそのような世俗の流行を敏感に取り入れていた とがわかる。　［縞］　最後に「縞」の模様について考えてみたい。江戸時代の縞模様は、
前期までは横縞が主流で、縦縞は遊女 衣装に用いられるだけであった。そもそも縞の織物は庶民のものであり、身分の高い者はこの模様の衣装を身につけなかった。と ろ 、江戸中期を過ぎる頃になると、 「千筋」や「よろけ縞」など多様なデザイン 登場し、身分を越えて愛用される模様となった。もちろん春画の衣装表現 もじつに多様な縞模様が描かれている
〔図
（（〕。しかも、縞模様は男
女問わず用いられ いる。そこで今回は男女別にわけて集計してみた。まず男性の縞模様の総数は四百五十一図
　
縞、筋、格子の模様
を含む
　
であり、グラフにすると
【表７】
のようになる。ここから、
男性の縞模様は明和、安永、天明期 画図に圧倒的に多く描かれている。また、一七〇〇年以前の春画にはほとんど描かれていないこともわかる。一方、女性の縞模様 総数は百二十三図
　
縞、筋、格
子の模様を含む
　
であり、グラフにすると
【表８】
のようになる。
女性の縞 は男性に比べると総数が約四分の一であ め、春画に限っていうならば、こうした 男性の衣装を中心に描か た
162
紋・菊多摺、その外織島さま〴〵大かた此頃迄」と記されており、こうした文献資料からも、安永、天明期頃に世俗で縞模様が流行っていたことを知ることができる。　
もちろん、春画に描かれた模様はこれだけではない。春画の衣装
表現はとにかく多種多様であり、ほかにも「井枡絣」 「紗綾形」 「観世水」などの模様が描かれている。
表７　（（世紀の春画　縞模様（男性のみ）
（（（
（（
（（
（
（（（ （（（（（（（（（（（（（
（（（
（（
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
（（ （（（（（（（（（
表８　（（世紀の春画　縞模様（女性のみ）
（（（
（
（（
（
（（ （（（（（（（（（（
（（
（（
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
（（（
表６　（（世紀の春画　石畳模様（男女）
（（
（（
（
0
（（ （（（（（（（（
（
0
（（（（-（（（（
（（（（-（（（（
（（（（年以前
（（（（-（（（（
（（（（年以降
（（（（
といえよう
）（（
（
。もっとも、女性の縞模様を年代別に見れば、各年代の
描写割合は男性とほぼ同一である。つまり縞模様は、女性の衣装に関しても明和、安永、天明期に圧倒的に多く描かれたことがわかる。なお、 『嬉遊笑覧』
（文政十三年一八三〇）
によれば、 「安永・天明
の頃は、身はゞ広く借り着したるが如し。染色はひは茶・青茶・紫とび也。小紋・
縞しま
さま
〴〵」 、あるいは「安永・天明には、青茶小
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また、これらのグラフから見えてきた結論をいえば、 「春画
の衣装模様」と「時勢の流行ファッション」は切り離して考えることはできず、前者と後者の相互関係のなかで春画に様々な模様が描かれて たといえよう
）（（
（
。
　
浮世絵師と春画の衣装模様
　
それでは、それぞれ 絵師は春画のなかでどのような模様を
好んで描いたのだろうか。そこ 次に 代表的な絵師に絞って、その衣装表現の傾向に迫ってみたい。　［菱川師宣］　この絵師の春画について 総数二百四十五図を分析対象とし
）（（
（
、
そのなかで性交を行う男女に限って衣装の模様を抽出してみた。なかにはいくつかの裸体も含まれるが、男性 衣装で最も多かったのが「桜」の模様である。 「桜」の模様
　
桜模様が一部で
も描かれているものを含む
　
は二十三図に描かれており、菱川
師宣が春画で描 た男性衣装の約一割に が描 れている。また次に多 った模様は「六曜」である。こ 模様は十七図に描かれており、師宣がこ 意匠を好ん 描いた とがわかる。さらにその次が「無地」 衣装 十図に描かれて 。　
一方、女性衣装で最も多かったのは「菊」 模様
　
一部でも
菊模様が描 れているものを含む
　
である。この模様は三十三
図28　鈴木春信『風流艶色まねゑもん』
図27　奥村政信『善悪占仕形道成寺』
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図に描かれており、師宣の春画の女性たちは「大菊」 「半菊」とさまざまな菊模様で彩られている。そ 次に多かったのは「桜」の模様で、こちらは二十八図に描かれていた。また師宣の描く女性衣装には「流雲」の模様も多くみ 、二十二図に描かれてい 。　
こうしてみると、菱川師宣は春画のなかでは男女を通じて「桜」
「菊」など世相に流布したオーソドックスな模様を描いてきたことがわかる。　［西川祐信］　西川祐信については、先と同じ方法で、総数二百四十五図の春画
を分析した。そこで男性衣装で最も多かったのは「縞模様」であこの模様は二十八図に描かれており、祐信の春画に描かれた男性衣装の約一割がこの模様で彩られている。その次に多かったのが「菱形」の模様で二十三図に描かれていた。次に多いのは「六曜」 模様で、十四図に描かれてい　
一方、女性衣装で最も多かったのは「桜」の模様
　
桜模様が一部
でも描かれているも を含む
　
である。この模様は三十五図に描か
れており、祐信の春画に描かれた女性衣装の約一割がこの模様である。その次に多 ったのが「梅」 で 七 いた。その次が「菊」の模様で十六図 ていた。　
このことから西川祐信の春画では、男性衣装には「縞」や 菱
などの抽象的な柄模様が多く 一方、女性衣装 は「桜」 「梅」
「菊」などの花模様が多く描かれたことがわかる。なお、先ほどの菱川師宣の衣装表現と比べてみると、西川祐信の衣装表現は男女の性差ではっきりと模様が区別されており もしかすると当時の上方では、男性 縞模様、女性は花模様とす のが常識であったのかもしれない
）（（
（
。
　［奥村政信］　奥村政信については、総数百六十四図の春画を分析した。そこで
男性衣装で最も多かったのは「 」
　
筋模様を含む
　
である。
この模様は三十一図にのぼり、当時は上方のみならず江戸においても「縞模様」が男性衣装の最もポピュラーな図柄であったと推測される。またその次に多かった が「石畳」の模様
　
石畳模様が一部
でも描かれているものを含む
　
である。この模様は二十六図にもお
よび、政信が春画においてこの模様をとくに好ん 描いていたことがわかる。なお、政信の春画に 歌舞伎の演目など 趣向を用絵が多いため 石畳模様の衣装が特定 役者 示す記号として描かれたと考えられ　
一方、女性衣装に関しては、全体にばらつきがあるものの、 「光
琳菊」の模様が最も多く、八図に描かれて た。その次がやはり「石畳」の模様で、七図に描かれていた。ここから、奥村政信は春画の女性衣装を描くにあたって、ひとつの に偏 で なく、「光琳菊」や「石畳」など市井の流行ファッションを幅広く取り入
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れたといえよう。　［勝川春章］　勝川春章の衣装表現にもふれておきたい。この絵師の春画につい
ては総数百四十一図を分析した。そこで男性衣装で最も多かったのが「幾何模様」である。この模様は細かい柄や小さな意匠を衣装全体に散らしたもので、二十九図に描かれていた。その次に多かったのが「縞模様」で、二十 図に描かれてい こ から、春章は春画の男性衣装に関 て抽象的な柄模様 好んで描いたといえる。　
一方、女性衣装に関しては、こちらもばらつきがあるものの、
「裾模様」が最も多く、十三図に描かれていた。その次に多かったのが「無地」の模様で、十一図に描かれていた。春章は春画の女性衣装に関しては豪華で大胆な具象模様 ほとんど描かずに、意匠をほどこさないストイックな衣装を好んで描いた いえよう うした傾向は、菱川師宣が好んで描いた花模様の大柄衣装とはま で正反対である。 のような過度の飾りを敬遠する衣装表現は、春章の好みにもよるだろうが、それと 別に幕府から幾度となく出された奢侈禁止令を経た時代の成り行きを物語って るといえよう。　［北尾重政］　この絵師の春画については総数二百五図を分析した。そこで男性
衣装で最も多かったのは春章と同じく「幾何模様」であった。この模様は七十三図におよび、重政の春画に描かれた男性衣装 約三割
をしめている。その次に多かったのが「縞模様」で、二十四図に描かれていた。　
一方、女性衣装に関しては、これとは反対に具象模様が数多く描
かれており、最も多かったのは「雪持ち笹」の模様である
〔図
（（〕。
この模様は全体の十四図にみられ、重政の好きな模様であったことがわかる。その次に多かっ のが「流水に面高」の模様で、全体の九図に描 れていた。ほかに 重政は春画の女性衣装に「撫子」「蝶」 「紅葉」 「菊」などの草花模様を数多く描いており、春章のようなストイックな女性衣装 あまり描かな　［喜多川歌麿］　最後に、喜多川歌麿にもふれておきたい。この絵師の春画につい
ては、総数百四十九図を分析した。そこで男性衣装で最も多かったのが「縞模様」であり、四十七図に描かれていた。その次に多かったのが「幾何 二 五 に描かれていた。さら 「無地」衣装が十三図に描かれていた。歌麿の春画 た男性衣装は、抽象模様を中心にシンプルな柄が多く、 「縞模様」が なり多く描かれたことがわかる。　
一方、女性衣装に関しては、 「無地」の衣装が最も多く、二十七
図に描かれていた。ま 注目すべきは、歌麿は春画のなかで「絞り模様」の女性衣装を くさん描いている。とくに「麻の葉絞り」と「貝絞り」が多く
〔図
（（〕、双方あわせて十九図に描かれている。春
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画において絞りの大柄模様をこれだけたくさん描いた絵師はほかにおらず、白地の浴衣に紫色で彩られた「麻の葉絞り」や「貝絞り」の色彩美が歌麿の春画の特徴のひとつといえるだろう。　　
こうして見ていくと、菱川師宣や西川祐信が活躍した時代
（十七
世紀後半から十八世紀前半）
は、春画においても、寛文小袖や元禄小
袖の流れを受けた「桜」や「菊」などの大柄模様の衣装が好んで描かれたことがわかる。一方、勝川春章や北尾重政が活躍した時代（十八世紀後半明和期から天明期）
になると、春画のなかでは当時流
行していた「縞模様」や「幾何模様 などの抽象模様 衣装が好んで描かれたことがわかる。もちろん、それぞれ 絵師 模様 対する好みもあるだろう 、 うした結果を通じて、各々の絵師が春画を描くにあたってその時代の流行ファッションを意識していたことを読み取 ことができる。また別 言い方をするならば それぞれの絵師が春画のなかで描い 衣装模様 ら、その時代 庶民の服飾生活を知ることができよう。　　
春画の衣装模様の「見立て」について
　
春画の衣装模様を考える場合、もうひとつ忘れてはならないこと
がある。それは衣装模様の「見立て」で る そもそも江戸時代の春画には古典のパロディーや中国水墨 見立てがたくさん描かれ
ているが、実は春画の衣装模様のなかにも「見立て」や「趣向」の表現がふんだんに含まれている。とくに十八世紀後半
（明和期から
天明期）
に活躍した絵師の春画には、古典や歳事を表した衣装表現
が目立ち、絵の中に何気なく描かれた模様にも何らかの意味が込められていた。そこで次 、衣装の「見立て」について明和期から天明期の春画を中心に分析してみたい。　
まずは、春画の衣装に描かれた草花模様の「見立て」である。春
画のなかでは、草花模様の衣装 その人物の年齢や 場を表していることがある。　
たとえば、春画の衣装によくみられる「梅」の模様に注目したい。
実際に春画の詞書きで「星に似たる白梅のす た是ぞ十五六 若しゆじまん男のつぼミともいはめ恋をば人にならふも かや」（西川祐信・春本『風流御長枕』 ）
、 「梅は雪中に開きて貞操の色を露
はし」
（歌川国貞・春本『千代乃詠』 ）
と記されており、この花が若者
の恋の芽生えや貞操感を表す記号 して用い ことがわかる。こうした「梅 の比喩表現は 衣装模様にも用いられている。たとえば、小松屋百亀の『枕入秘曲活花二人契子』 「一重切
未み
開かい
紅こう
ニ椿
つばき
」と題した絵にみられる。そこでは、梅模様の振袖を着た
娘が椿紋の羽織を着 男と接吻する場面が描かれている
〔図
（（〕。
題字の「未開紅」とは 咲く前の紅梅を し、そこから娘の処女性を喩えていることがわかる。また画中に琴が描かれているこ から
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図31　小松屋百亀『枕入秘曲　活花二人契子』
図32　北尾政美『志めはじめ』
図33　北尾重政『今様風俗好女談合柱』
図29　北尾重政『今様風俗好女談合柱』
図30　喜多川歌麿『願ひの糸ぐち』
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古中に男師匠が娘に仕掛けたことが察せられ、隣の部屋では娘の母親が琴の音を聞きながらぐっすり眠っている。春画では、梅模様の衣装は若い男女の恋の芽生えを示 場面で描かれることが多く、ほかにも鈴木春信 『今様妻鑑』
（第一図）
や北尾重政の『吾嬬土
産』
（第三図）
などにも同じ梅模様の見立てが描かれている。
　
同様に「桜」の模様も、若者の初々しさや純真さを表す比喩とし
て用いられた。実際、春画の詞書きにも「十三四のむ め そ
 松まつ
間ま
の
さ（桜）
くら
咲そめて色香はしる人ぞしるや」
（西川祐信春本『風流御
長枕』 ）
と記されており、この花が若者の性の目覚めを示す記号と
して用いられたことがわかる。春画のなかには、そうした意味の「桜」の衣装模様がいくつか描かれており、たとえば、北尾政美の『志めはじめ』
（刊年不明）
の「さくらまら」と題した絵では、桜模
様の振袖を着た十三四歳ほどの男女が自らの性器を見せ合う場面が描かれている
〔図
（（〕。 「さくらまら」という題名は男の子の無垢な
男根を示し おり、男女の桜模様の振袖が色に目覚める若者の初々しい感情 表 。　
そのほか、 「撫子」の衣装見立てにも注目したい。 「撫子 は古来
から和歌の掛け詞として「愛撫する子」 、 「愛する女性」の意味で用いられた。春画の衣装表現にお ても同じような意味で撫子の模様が描かれている。たとえば、北尾重政の『今様風俗好女談合柱』（安永六年一七七七）
には、奥座敷で若い男が撫子の衣装を着た娘
を後ろから仕掛けている絵がある
〔図
（（〕。その若い男は娘を
愛撫するように抱きかかえ、彼女は気恥ずかしそうに男の腕を退けようとしている。ここでは、男の愛撫する行為と娘の衣装模様が重ねられて表現されている。　
もうひとつ注目すべきは、
「蔦」の見立てである。この模様は、江戸時代を代表する意匠のひとつであり、春画の衣装にも繁に描かれている。そもそも「蔦」とはどこにでも絡みつくことから、人 絡むことで栄える商売繁盛の模様として好まれた。江戸時代に多く 戯作や浮世絵を出版した「蔦屋 屋号はこの意味に由来するといわれている。もちろん春画では、鈴木春信の春画『風流艶色まねゑもん』
（第二十三図）
の「から
図34　北尾重政『新造　笑本色千鳥』
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まるるほど心よし蔦のやど」の記述からもわかるように、 「蔦」は男女が絡みつく色事の意味で用いられた。たとえば、北尾重政の『新造
　
笑本色千鳥』
（安永七、八年一七七八、七九年）
には、色好
きの中年 が「蔦」の衣装を着た娘に絡みつく場面が描かれている〔図
（（〕。この絵には、蔦が裏庭の垣根に絡みつく状景も描かれてお
り、 「蔦」の衣装と垣根の蔦を重ねて描くことで、中年男のしつこい絡み具合をよりいっそう引き立てている。　
そのほか蔦状の植物で春画の衣装模様に多く描かれているのは
「朝顔」である。この花については、溪斎英泉が春本『春情指人形』
（天保九年一八三八）
の序文で「
庭にハ
の
朝あさ
陣かほ
を
莟つぼみ
に
画ゑが
き、
種さま
ヾ〴 〵
の
交とぼし
接に労
つか
れて、男
なん
女によ
とも取
とり
乱ミだ
せし末
すゑ
に至
いたり
て、朝
あさ
顔がほ
の花
はな
は残
のこら
ず開
ひらい
てあ
り」と記している。ここでは 朝顔の開花を の交わりに見立てている。これと似た見立てが、小松屋百亀による春画『枕入秘曲活花二人契子』の「釣
つり
花はな
生いけ
ニ朝がほ」と題した絵に描かれている。
この絵では、 「朝顔」の衣装を着た女性と若者が雷 鳴る窓際で立ち合いながら戯れている
〔図
（（〕。ここで注目すべきは、女性が蚊
帳を吊る紐に手をかけながら若者に抱きつく仕草が が吊り紐にからまる様子 見立 られている。つまりこ では、画題と衣装模様の関連に加えて、その模様が絡み合う男女の仕草に喩えられているのである。　
また春画の衣装にはあまり見られない草花模様であるが、ひじょ
うに面白い衣装模様の見立て絵があるので紹介しておきたい。　
まず一つ目は、鈴木春信の『風流艶色まねゑもん』の第二図であ
る。この絵 は手習いの古屋の二階で総髪の壮年の師匠が振袖娘に手を出している場面が描かれている
〔図
（（〕。ここで注目すべき
は、娘の振袖に描かれた「椿」 である。 「椿」は散る際に、突然、赤い花房を落とすことから、ここでは振袖娘の花房
　
女性器
　
が落ちて処女性を喪失する意味を表している。なにげない衣装表
現ではあるが 春画にはこうした細かな部分にま 色事にまつわる見立てが隠されている。　
次は、礒田湖龍斎の『風流十二季の栄花』
（安永二年一七七三）
の第一図である。この絵に 文机 ある部屋で若い男女が手習いをしている場面が描かれている
〔図
（（〕。墨をする少年が文机に寄り
かかる少女に後ろから仕掛けており それを障子の穴 ら何者か覗いてい 。画中には「如月はつ午やけふを初めのさ もぐさ」の題讃が記されており、 「初午」とは二月最初の午の日のことで、 「さしもぐさ」
（指焼草）
とは二月の歳事である二日灸を示している。
「今日の初めの指焼草」という言葉から、この少女が初体験であることがわかる
）（（
（
。ここで視点を題讃から衣装へと移すと、少女は「く
ちなし模様」の振袖を着ている。 「くちなし」は、果実が熟れても口を開かないこと ら処女性の象徴とされた花である。ならば、この「くちなし」の衣装 色事に目覚め の春情の機微を読み
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図39　月岡雪鼎『女令川趣文』図40　月岡雪鼎『女貞訓下所文庫』
図35　小松屋百亀『枕入秘曲　活花二人契子』図36　鈴木春信『風流艶色まねゑもん』
図38　礒田湖龍斎『風流十二季の栄花』 図37　礒田湖龍斎『風流十二季の栄花』
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取ることができよう。つまりこの絵では、題讃のみならず、少女の衣装においても初体験の状況と心情が表されている である。　
ついでながら、 『風流十二季の栄花』には、もうひとつ面白い衣
装見立てが描かれている。第九図の「菊月」
（九月）
の絵で、そこ
には町家の奥座敷で夫婦が昼寝をしている ころへ奉公人の若衆が忍び込み、背後から女主人に仕掛ける場面が描かれている
〔図
（（〕。
題讃には「菊月
寸すん
の間に尺を
越こ
へたり
紅もみぢ
葉
鮒ぶな
」と記されており、
若衆を「鮒」 喩えて、小さい鮒がちょっとの間に成長して、 「味な魚」になる紅葉鮒に見立て いる。そし 寝入る男主人の衣装には「流水模様」が描かれており 紅葉鮒のとれる琵琶湖の湖水に見立てられている。また少年の衣 に「
　模様」が描かれているのは、
この若者を鮒に喩えてい からである。ここから、この絵では題讃の句意がそのまま衣装表現に用い 双方が同じ意図の見立てで描かれている。　
それでは次に、色事を楽しむ男女の衣装がそのまま彼らの職業や
画趣を示し いる例を紹介したい。たとえば、月岡雪鼎の春本『令川趣文』
（明和八年一七七一）
では、 「藝子」と題された絵の中に、
芸者娘が客の男に仕掛けられている場面が描かれて
〔図
（（〕。
ここで注目すべきは芸者娘 衣装であり、芸事を象徴し 「琴柱」の模様が描かれている。 「琴柱」とは、琴 胴の上に置き、弦を支える駒の と 、音の高低差をつける調整器具である。芸者 は縁
の深い道具であるために、藝子を示す記号として芸者娘の振袖に描かれたのであろう。ま 、月岡雪鼎の春本『女貞訓下所文庫』
（明
和五年一七六八）
では、 「五月」の歳時を題材にした絵のなかで、
粽をつくる女性 衣装に「杜若」が描かれている
〔図
（（〕。 「杜若」
は「五月」を示す草花なので、この女性の衣装模様は画題にあわせて描かれたことがわかる。こ よ に画趣と衣装模様が関連して描かれるところに春画の趣向 一端をかいま見ることができる。　
そのほか、春画の衣装表現なかには、古くから伝わる説話や物語
を見立てたものがある。た えば、北尾政美の『志めはじめ』には、男女が岸辺で色事にふけ 場面が描かれている
〔図
（（〕。この男女
は一見しただけ はごく普通の庶民のように見える。ところが書き入れを読むと、この男女が安珍と清姫であることがわかる。となれば、画中の水面は安珍に見捨てられた が怒り狂う蛇体となって渡った日高川である。この春画 「道成寺物語」 趣向を取り入れたものであり、女性の衣装に「三つ
　」の模様が描かれていること
から、こ 女性が清姫 ことがわかる。なお、江戸時代 春画には「道成寺物語」の趣向 取り入れた絵がいくつか存在し、そすべての女性の衣装に
　模様が描かれている。これは当時、歌舞伎
の影響から清姫といえば「
　模様」の衣装という決まり事があった
ようであり、春画にお てもこのことが忠実に守られてい　
もうひとつ、勝川春好の春画『会本美図之三巻』
（天明六年一七八
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六）
に古い説話をモチーフにした衣装見立てが描かれている。勝川
派の春画には奇怪な絵が数多く描かれており、この絵もそのなかのひとつであるが、天狗が流雲の上でその長い鼻を利用して女性と一戦を交えている
〔図
（（〕。春画ならでは奇抜な表現で見る者を笑い
に誘うが、ここ 注目したいのは女性 衣装である。その衣装には「輪宝」の模様が描かれている。そこで「天狗」と「輪宝」といえば『是害房絵巻』の説話を思い出さずに いられないだろう こ説話は、中国から是害房 いう天狗 日本へ渡ってきて、日本の高僧と次々に対決する話である。 物語のなかで「輪宝」は 是害房が余慶という僧と争う場面で描かれる。高僧の呪術で現れた「輪宝」がこの天狗めざして飛来してく 場面は絵巻物 画化されており
〔図
（（〕、おそらく勝川春好は、天狗と一戦を交える女
性を是害房と輪宝が相まみえる場面 見立てて、女性の衣装に「輪宝」の模様を描いたといえよう。ここでは、古い時代の説話が春画のなかにもしっかり 溶け込んでおり その見立 解く鍵が女性の衣装に隠されていたのである。　
最後に、春画に描かれた布団の模様にも注目してみたい。江戸時
代の春画には布団や掻い巻きが数多く描かれて るが、その模様には衣装と同じように見立てが描か る とがある た えば鈴木春信の春画『風流江戸八景』
（明和八年一七七一）
の「品川の
喜き
悦はん
」（第八図）
では、布団の模様が大湖の水面に見立てられてい
図41　北尾政美『志めはじめ』
図42　勝川春好『会本美図之三巻』
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図43　『是害房絵巻』
図44　鈴木春信『風流江戸八景』
図45　勝川春章『会本新玉門発気』
る
〔図
（（〕。この絵は、中国の伝統的な山水画「瀟湘八景」の画題
のひとつ「遠浦帰帆」を品川遊廓の遊女と客に見立てたもので、「遠浦帰帆」とは中国の洞庭湖の南辺に位置する瀟湘という景勝地で、その遠い浦に帆掛け舟が帰っていく情景を描いたものである。それをこの絵では、客が裸で 形をつくり、その上に遊女が乗り、箒を櫂に、男根を舵として、船頭が舟 漕ぐ情景に見立てている。そして、男女の帆掛け舟の下 は「青海波 の模様の布団が敷かれている。いうまでもなく、こ 模様 帰舟 浮かぶ大湖 水面 表している。春画では、こうした布団の模様にまで「見立 」を取り入れており、当時の読み手は絵師が仕掛けたそのシグナルを丁寧に読み解い いくことを楽しんだにちがいな 。　
そのほか、勝川春章の春画『会本新玉門発気』
（天明八年一七
八八）
には、張形で「自慰をする女性」が描かれている
〔図
（（〕
が、その女性の布団には「忍
摺
」の模様が施されている。この
「忍草」とは、葉の裏側に多くの胞子をつけるシダ植物のことであり、子孫繁栄 意味に用いられた。そこで本図では、 「子どもができない行為にふける女性」と「子どもをたくさんつくる植物模様」の落差によって見る者を笑いに誘おうとしている。また「忍
摺
」は、恋歌において相手を偲ぶ意味に用いられた。本図で
も、女性が枕を小脇に抱え、艶書を開き、自慰にふけっ 姿から、相手を想い偲んでいる様子が描かれている。つまり、 の
174
絵の布団模様から「子宝に恵まれる意味」と「相手を偲ぶ意味」の二重の表現を読み取ることができ、さらに双方の意味が表裏関係に描かれているということになろう。　　
以上、春画に描かれた衣装の見立てについてみてきた。こうした
例はほかにもいくつもあ が、絵師は春画の衣装に様々な見立てを描き、何げない模様にも機知に富んだ意味を隠し込んでいったのである。
おわりに
　
ここで再び冒頭の問いに戻ろう。なぜ春画に衣装が描かれてきた
のだろうか。本稿の考察を終えた今、この問いへ 視座が開けてきたにちがいない　
まずその理由の一点目は、江戸時代の春画が「風流」を描くこと
を意識していたからである。 「風流」とい ば、優雅で高貴な概念に思われがちである 、そこには好色性を多分に含み さら 日本文化独特の「かざり」 意識が見え隠れしている。この「風流」を母体とした「かざり」の意識こそ、春画に衣装を かせた理由のひとつである。　
そして二点目の理由は、江戸時代 春画には新たな流行を生み出
すファッション誌 ての機能 あったからである このことは春
画と雛形本に描かれた類似模様を比較するなかで知ることができる。双方は同じ絵師 よる同じ版元から出版されていることもあり、共通するデザインも数多く見られることから、春画にも雛形本と同じ機能が含まれていたといえる。ま 春画や雛形本は、当世流行りの衣装模様を先取りして描くことで、江戸の服飾文化を支え 担い手となったであろう。加え 、春画 衣装 の統計結果と当時の随筆などに記された衣装の流行 関する記述を照 し合わせてみると、その内容と傾向が見事に一致し、春画は色事の場面 通じて庶民ファッションの実態をあるがままに描いてきたことがわる。　
さらに三点目の理由は、春画の衣装は様々な「見立て」を表現す
るために描かれたからである。いうならば、春画に描かれた衣装は、それぞれの絵師が才知と工夫を凝らし 「見立て」を表現するキャンバスであった。そして春画の読み手はそのキャンバスに隠された意味を探ることを楽しみ、彼らは自らの知識や経験から性愛表現隠された意味を探し求 たのである。　
以上の三点が、春画に衣装が描かれた理由といえよう。
　
また江戸時代の春画には、こうした理由のすべてに共通して、色
事を多彩にいろどる「かざり」の意識があった。しかも、その意識は男女の性愛の意識と重なり合う面をもっている。 えば 辻惟雄氏 日本 「かざりの世界」について次のように話し いる。
175
春画と衣装
　
かざりの世界の本質は蝶のように優美なものというよりも、
蛾のようにおびただしい種類があって繁殖力の強い生命力に富んだも 、それがかざりの本質ではないかと思います。それは人間の本能に結びついている で滅びることはありませんでしたが、しかし近代が を虚飾とか無用の長物であるとして虐待してきたために、かなり衰弱してきたという気が たします
）（（
（
。
　　
ここで言われている「かざりの世界」の本質とは、 「繁殖力の強
い生命力に富み」 「人間の本能に結びついているもの」 「近代がそれを虐待してきた」ということである。この本質は、どこか人間の性の営みを表 いるかのよ である。何かをかざる意識も、男女が惹かれ合う意識も、じつにエネルギッシュで、人を惑わす魅惑を秘めている。その 味でも「性愛」と「かざり」は重なり合い、しかも、このふたつの情熱は春画の世界で り固く結ばれていく。　
むろん、この「性愛」と「かざり」は「風流」という概念を母体
にしている。しかも、そ 概念には「笑い も含まれる。ここに、江戸時代の春画の本質が秘められており 春画といえば大胆な性表現に目が奪われがちである じつはそう た生々し 表現のまわりに、じつに多彩な「風流」 側面があまたち ばめられて るである。
注（１）
　
初期（元禄期前後）の江戸春画から文化期までの約百年間に刊
行された春画の約二千五百図（国際日本文化研究センターの春画コレクションによる）を分析した結果、性行為をおこなう男女の着衣比率は【表１】 （本文一五八頁）のような結果となった。
（２）
　
田中優子「春画の隠す・見せる」 （ 『浮世絵春画を読む（上） 』
中央公論新社、二〇〇〇年、一 頁）
（３）
　
白倉敬彦『江戸の春画
　
それはポルノだったのか』洋泉社、二
〇〇二年、一八四頁
（４）
　
石上阿希「なぜ衣装をつけたままなのか」 （ 『春画
　
江戸の絵師
四十八人
　
』平凡社、二〇〇六年、四〇頁
　
四一頁）
（５）
　
注（３）前掲書、一七八頁
（６）
　
岡崎義恵『日本藝術思潮
　
第二巻の上』岩波書店、一九四七年、
二一頁
（７）
　
辻惟雄『奇想の図譜
　
からくり・若冲・かざり』平凡社、一九
八九年、 二五頁
（８）
　
小西甚一「風流と風狂」 （ 『日本文学と仏教
 第五巻』岩波書店、
一九九四年、二二七頁）
（９）
　
注（８）前掲論文、二三三頁
　
二三五頁
（
（（）　
郡司正勝「風流と見立」 （ 『郡司正勝刪定集
 第六巻』白水社、
一九九二年、二四三頁
　
二四五頁）
（
（（）　『狂雲集』 （ 『一休和尚全集
 第一巻
 狂雲集（上） 』平野宗浄訳注、
春秋社、 七 三三 ）
（
（（）　
注（
（（）前掲書、八頁
　
九頁
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（
（（）　『男色十寸鏡』 （ 『近世文芸資料第十』古典文庫、一九六八年、
二七九頁）
（
（（）　
注（
（（）前掲書、四五頁
（
（（）　
注（
（（）前掲書、二五一頁
（
（（）　
注（６）前掲書、三二六頁
　
三三四頁
（
（（）　
リチャード・レイン「師宣と明朝の名作艶本『風流絶暢図』原
寸複刻」 （ 『季刊浮世絵六四』画文堂、一九七六年、一〇九頁
　
一一
一頁）
（
（（）　
澁井清『初期板畫れんぼゑづくし』アソカ書房、一九五四年、
二一頁
　
二四頁
（
（（）　
注（
（（）前掲論文、一〇九頁
（
（（）　
澁井清編『元禄古版畫集英』古版畫研究學會 一九二六年
（
（（）　
林美一『艶本研究師宣』有光書房、一九六八年、一 七頁
（
（（）　
注（
（（）前掲書、一〇八頁
（
（（）　
林美一『江戸枕絵師集成勝川春章』河出書房新社、一九九一
年、一二一頁
（
（（）　『一蝶流謫考』 （天保八年一八三七） （ 『続燕石十種〔第一巻〕 』
中央公論社、一九八〇年、三五七頁）
（
（（）　
またこのことについては『竹洞画論』 （享和二年一八〇二）に
「うき世又兵衛・菱川・西川が輩、皆当世風流の姿を画がきて其名を得たる者也」と記されている。
（
（（）　
郡司正勝「風流とやつし」 （ 『郡司正勝刪定集
 第六巻』白水社、
一九九二年、二八四頁）
（
（（）　『俳諧増補提要録』 （ 『俳論作法集』博文館、一九一四年、三五
頁）
（
（（）　
ほかにも評判記『たきつけ草』 （延宝五年一六七七）のなかで
は「いでや
彼か
の
方かた
相つき
応〴 〵
しく、
風お
流か
し
事こと
ども
数かぞ
へて見ん」と、 「風
流」の言葉を「おかしき」と読ませている。
（
（（）　
注（
（（）前掲論文、一一一頁
（
（（）　
佐野みどり『風流・造形・物語
　
日本美術の構造 様態』スカ
イドア、一九九七年、五六頁
（
（（）　
植木行宣「小袖の風流」 （ 『藝能史研究
 第一四一号』藝能史研
究會、一九九八年、一一五頁
　
一二一頁）
（
（（）　
注（７）前掲書、二二三頁
　
二二四頁
（
（（）　
注（
（（）前掲書、三一三頁
　
三一四頁
（
（（）　
丸山伸彦『江戸モードの誕生
　
文様の流行とスター絵師』角川
学芸出版、二〇〇八年、一一六頁
（
（（）　
たとえば、雛形本 新板小袖御ひいなかた』 （延宝五年一六
 
七七）の跋文では「今
いま
亦また
當たう
世せい
の風
ふう
流やう
をあらため老
おい
たる若
わか
きそれ〴〵
にわかちて出之者也」と、先ほどの春画『まくら絵大ぜん』とほぼ同じ文面が記されている。ほかにも、雛形本『友禅ひいなかた』（貞享五年一六八八）の序文では「今様の香
きや
車しや
なる物数
す
寄き
にかなひ
上は日のめもしらぬおく方下はとろふむ女のわらはにいたるまで此風ふり
流ゆう
になれり」と記されている。また雛形本『新選當流相生雛か
た』 （正徳元年一七一一）の序文では「花
くわてうふうげつ
鳥風月の餘
よ
情せい
華きや
奢しや
風ふう
流りう
の
正たゞ
中なか
をうつしおし」とも記され このことから「雛形本」が
「風流」を意識して描かれたことがわかる。
（
（（）　
注（３）前掲書、一八九頁
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（
（（）　『無名翁随筆』 （天保四年一八三三）に「吉兵衛師宣は、若年
の時より江戸に移り居して、縫箔師を業とす」と記されている。
（
（（）　
丸山伸彦「小袖雛形本研究序章」 （ 『日本美術史の水脈』ぺりか
ん社、一九九三年、七三六頁）
（
（（）　
ほかに西川祐信の春本では、 『風流色貝合』 （宝永八年一七一
一）や『風流御長枕』 （宝永七年一七一〇）に「水葵」の着物模様が描かれている。
（
（（）　
そのほか、 「渦水と石懸」や 舟橋」などの着物模様が西川祐
信の雛形本と春画に同時に描かれている。
（
（（）　
そのほか、雛形本の趣向を用いた春画として 杉村治兵衛に
よる『小袖もやうまくら絵』 （天和二年一六八二）がある。そのタイトルからもわかるように、衣装模様の描写を意識した春画であり当世流行のファッション ふんだんに取り入れられている。また西川祐信の春本『色ひいな形』 （宝永八年一七一 ）も雛形本や絵本と同じように「御所風」 「侍風」 「百姓風」 「町風」 「商職風」と世相風俗の様子を職種や身分に分けて描いている。
（
（（）　
なお、国際日本文化研究センターの春画コレクションは江戸時
代の春画を網羅的に収集してい ため嗜好の偏りが少な とされている。とはいえ、絵師 よっては五作品に満たない数量しか所蔵れてないこ があり その場合は五作品以下でも分析の対象に加えた。
（
（（）　『反古染』 （近世後期） （ 『続燕石十種
 第一巻』中央公論社、一
九八〇年、二一一頁）
（
（（）　『色道大鏡』 （延宝六年一六七八） （ 『新版
 色道大鏡』八木書店、
二〇〇六年、四九頁）
（
（（）　
長崎巌「江戸時代中期の小袖意匠
　
小袖意匠における元禄期の
意味
　
」 （ 『
M
U
SE
U
M
 N
o.417  』東京国立博物館、
一
九
八
五
年、
一
六頁）
（
（（）　
また『守貞謾稿』 （天保八年
　
嘉永六年一八三七
　
一八五三）
の「染織」には「晴服、男子ハ縞物ヲ専トス。女子ハ、小紋縞トモニ縮緬ヲ専トス。 （中略）男服藝服ニ至リテハ、三都男女トモ縞物ヲ用フ。 」と記されている。
（
（（）　
なお一点、春画における裾模様について簡単にふれておきたい。
十七世紀末から十八世紀にかけて、 「帯」の装飾がひじょうに豪華になり、そのため小袖の模様は帯の装飾を目立たせるために裾のほうへ後退していっ 。江戸時代の春画 こうした「裾模様」の流行も的確に捉えており、明和、安永、天明期以降の春画にこの「裾模様」の衣装が数多く描かれている。
（
（（）　
国際日本文化研究センターの春画コレクションによる分析。
（
（（）　
江戸時代の衣装と性差の関係については、春画のみならず、詳
細な検証が必要である。たとえば、森理恵氏は『桃山・江戸のファッションリーダー
　
描かれた流行の変遷』 （塙書房、二〇〇七年）
のなかで「小袖・振袖の模様には、女性男性 区別はあまりなく、振袖と小袖の区別そのもの ほうが重要であった」 （一二五頁）と指摘している。
（
（0）　
早川聞多「春画と歳事」 （ 『浮世絵春画を読む（上） 』中央公論
新社、二〇〇〇年、一七四頁
　
一七六頁）
（
（（）　
辻
惟雄・高階秀爾ほか 「日本をかざる
　
装飾にみる日本の心」
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（ 『日本の美学』第一八号、ぺりかん社、一九九二年、五九頁）
